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スラࣜーアイス⏕成技術の開発プロࢭスとᆅ域活性化の㐺用事 

 

 
 ᙧඖᙪ（㧗▱ᕤ科大学）ࠊᯇ本Ὀࠊ᱇信ኴ㑻ࠊᒣᒸ⌮⣪ۑ

 

 

 

要⣙㸸ᆅ域経済のࡸᆅ方における人ཱྀの流ฟの原因の୍ࡘはࠊ第୍ḟ産業のにあ

る。ࡑの対策として国のᆅ方でなされているような༢発的な観ගイベントの⧞り㏉しで

は୍的な人ཱྀ増はあるものの定╔には⮳らない。第୍ḟ産業におけるᑵ業者増にࡘなが

るような᰿本的なྲྀり⤌みがまたれている。本報ではࠊ㧗▱ᕤ科大学ᆅ域連ᦠ機構のᯇ本

ὈẶらが୰心となって開発したスラࣜーアイス⏕成技術の開発プロࢭスとࠊこの技術を

୰᰾としてྲྀ⤌まれているᆅ域活性化の㐺用事を考ᐹする。このスラࣜーアイス⏕成

技術はࠊ㧗▱ᕤ科大学が業ࡸᆅ域と連ᦠして開発した⊂自技術でありࠊ日刊ᕤ業新⪺♫

第 6 ᅇࣔノ࡙くり連ᦠ大㈹をཷ㈹しྛ所に大きなインパクトを与えている。まずࠊこの技

術の研究開発のプロࢭスを᳨ドする。≉にポイントとしてձスラࣜーアイスとࡑの開発プ

ロジ࢙クトが⏕まれたきっかけࡸ発展のプロࢭスࠊղ開発の┠ᶆタ定とࡑの結果ࠊճ成ຌ

の大きな要因ࠊմࢥーデࢿータの果たしたᙺࠊյ事業化による┤᥋・㛫᥋の経済ຠ果

者らが┤᥋➹ࠊいて考ᐹする。ḟにࡘなどの点にࠊ会的ຠ果（㞠用もྵめて）の⛬ᗘ♫ࡸ

的に関与しているᆅ域における第୍ḟ産業の活性化のྲྀり⤌みの現状とㄢ題を考ᐹする。

本調査研究はࠊᆅ域ビジࢿスの活動現ሙの実㊶でᙺ立ࠊࡕ現在のᆅ方における実ㄢ題ゎỴ

策に⧅ࡆたいと考えている。 

 ᆅ域活性化ࠊ技術経Ⴀࠊスࢭ開発プロࠊー࣡ード㸸スラࣜーアイス⏕成技術࢟

 

㸯㸬はじめに 

本報ではࠊまず㧗▱ᕤ科大学のᆅ域連ᦠ機構のᯇ本ὈẶらが開発したスラࣜーアイス

の技術開発のプロࢭスを᳨ドする。ḟにࠊ㧗▱┴す部に置する୰ᅵబ⏫がこの技術を㐺

用しながらᆅ域活性化に✚ᴟ的にྲྀり⤌ࢇでおりࠊこれまでの過⛬ࠊ現状ࠊㄢ題にࡘいてࠊ

既存の資料ࡸデータおよび関係者の⪺きྲྀり調査から᳨ウ᳨ドしながらᚋの展ᮃをヨ

みる。➹頭発表者のᒣᒸ⌮⣪はࠊ୰ᅵబ⏫ฟ㌟でࠊ∗ぶは୰ᅵబ⏫ᙺሙにົしている。

自らは㧗▱ᕤ科大学マࢿジ࣓ント学部に所ᒓしてᆅ域活性化の調査研究にྲྀり⤌みながらࠊ

長期ఇᬤには୰ᅵబ⏫ᙺሙỈ産ㄢࡸᆅඖၟᗑにおいて実際に現ሙでົしながらᆅඖの活

性化にྲྀり⤌ࢇでいる。スラࣜーアイスのスラࣜー（slurry）とは「⣽かいᅛ体⢏子がỈ

の୰に分ᩓしたᠱ⃮ᾮࠊまたはᅛ体とᾮ体とのΰ合物」（ᑠ学㤋『日本国ㄒ大㎡』）であ

る。ࡘまりࠊᾮ体の୰にᠱ⃮性のものがΰࡊったἾのようなものである。スラࣜーアイス

とはࠊᑠさなアイスをᾮの୰にドロドロにΰࡐているịである。 

 

㸰㸬スラࣜーアイス⏕成技術の研究開発とࡑのプロࢭス 

本報でᢅうスラࣜーアイス⏕成技術はࠊ㧗▱ᕤ科大学ᆅ域連ᦠ機構もの࡙くりඛ端技術

研究ᐊのᯇ本Ὀᐊ長が関連業ࡸᆅ域と連ᦠしながら開発した技術である。開発に関す

る実験はࠊ㧗▱┴ᐊᡞᕷをフールドとして行われた。 

スラࣜーアイスは 0.1㹼0.3 ミࣜ⛬ᗘのị⢏子がࠊሷỈとΰ在したᾮ状のịである。ᯇ本

Ặらはࠊこのスラࣜーアイス⏕成置を開発した。この置から⏕成されるスラࣜーアイ
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スはࠊᾏỈの⃰ᗘを 3.4㹼3.5㸣としたሙ合ࠊこれを３ಸ以ୖⷧめた状態から⏕成したもの

である。これを顕ᚤ㙾で見れば0.2ࠊ ミࣜᖜの㯤Ⰽ⥺の୰にࠊ⢏状のịが入っているよう

に見える。スラࣜーアイスはࠊị⢏子 3 ࠊᾮ体ሷỈ㸵のΰ合物質である。ị⢏子が 3

入るとアイス体がᾮ状になる。これをࢠン࢞ム⢏という。この状態でࠊỈᥭࡆされ

た新㩭な㨶にᾐすようにポンプ㍺㏦する。これがクࣜーンなスラࣜーアイスとなる。開発

ᙜึは⁺ᖌにも分かりࡸすいようにシࣕーベットịとࢇでいた。 

実験的にࠊᾏỈịと⁺༠でわれているᾏỈを比較した。୧方のịの量もᾮ体の量もྠ

量としࠊここࠊはまࡕを 2 ༉投入する。すると୍┠░↛でࠊịが㠀ᖖにከく見える。ᾏ

ỈịのうはࠊはまࡕがὋいでいるのがわかる。⢏子が大きいためࠊᾮ体体のୖ部がị

でୗ部がᾏỈとなる。⢏子が⣽かい方はࠊಖỈ性が㧗くなる≉質をもࡘ。ị体が㨶

体をໟࡴため㨶事体は༶ẅされる。ᾏỈはࠊ⏕きた状態でᚎࠎに෭༷されていくためࠊ㨶

がⱞしみながらṚࢇでいく。㣴Ṫ業者が㨶を⏕き⥾めにしないሙ合はࠊスラࣜーアイスを

㨶体の୰におし㎸ࢇでࠊ㨶が༶ẅされればࠊရ質はⰋい。୍方ᾏỈはࠊᭀれまわって㌟の

୰がෆฟ⾑を起こしてࠊရ質がᝏくなる。ྠじịの量でもࠊ⢏がᑠさければ㠀ᖖにࡑのຠ

果は大きい。㣴Ṫのかࡕࡥࢇに ᗘࢭンサーを差し㎸ࢇで計 した実験データによればࠊ

スラࣜーアイスのሙ合にはࠊ㨶のⰺまで෭えている。ᾏỈịのሙ合はࠊịのୗがᾮ体のた

めࠊịが表面近くにᾋいてしまう。Ỉが୍␒㔜たい ᗘが 3.98 ᗘのためࡑࠊのୗにかࡥࢇ

どうしてもࠊが入るとࡕ 4ᗘ以ୖの ᗘになる。スラࣜーアイスのሙ合は 0ᗘまでⴠࡕる。

この ᗘ差によって㩭ᗘが大きく変わる。ịが⁐けることでᖖに㨶体࿘りの ᗘを┠ᶆの

 ᗘにಖࡘことができࠊపい ᗘで෭༷できる。たとえばࠊ┤ᚄ 2 ○ンチの型のịをࢭ

いてスラࣜーアイスにしたሙ合 0.2 ミࣜとなりࡑࠊの数は⣙ 100 ಶになる。ịの表面と

スラࣜーアイスの表面は 100 ಸ㐪う。ᾮ体とịが᥋する面✚が 100 ಸ増となる。ᾮ体の 

ᗘがୖ᪼したにࠊịが⁐ける㏿ᗘが増す。ịは⁐けることでࣔノを෭ࡸすのである。 

スラࣜーアイス開発はࠊいくࡘかの業がᡭけていたことがあったがࠊከくはࡸめて

しまった。かࡘてはࣖࠊマࣁ発動機ࠊ㮵ᓥ୕ࠊ⳻㔜ᕤ➼がᡭけていた。࣓ーカーをグル

ープ分けするとࠊドイࢶ系置とカࢼダ系置のᑟ入に分される。ドイࢶのインテグラ

ル♫はࠊᾏỈからスラࣜーアイスをసる置にྲྀり⤌ࢇできた。୍方サンウ࢙ルはࠊイン

テグラル♫よりも୍Ṍ㐍ࢇでࠊሷ分⃰ᗘを調整できる置を開発してきた。 

日本には㨶を่㌟で㣗べる文化がある。㨶は෭にするとရ質が大きくⴠࡕる性質があ

る。౯᱁も大きくୗⴠする。෭ࣔノにࡘいてはࠊ流通しているありとあらゆる㨶にࡘい

て調べࡘくされている。えばࠊタラࠊサバࠊアジࣜࣈࠊはマイࢼス 1ᗘからマイࢼス 2.3

ᗘで෭されることが分かっている。スラࣜーアイスの≉ᚩを活かすにはࠊ㨶を෭さࡏ

ずࠊ෭༷ࡸして㩭ᗘをಖࡘことがồめられる。マイࢼス㸯ᗘより㧗い ᗘでಖ存できるよ

うなスラࣜーアイスをసるとࠊ㨶は⏕の状態でಖ存できる。 

ドイࢶのインテグラル♫はᾏỈからスラࣜーアイスを⏕成する。ᾏỈからసるとࠊịが

ฟጞめるị ᗘはマイࢼス 2.2 ᗘであるためࠊすでに㨶が෭されてしまう。┿Ỉのịが

増えるとሷ分⃰ᗘが⃰くなる。ሷ分が 1 を㉸えるとマイࢼス 2.2 ᗘよりもさらにపい 

ᗘマイࢼス 2.5 ᗘになる。スラࣜーアイスは最ึ 3 ịがあってࠊ㸵ᾮ体の状態がベス

トである。3 ịがあっても㨶が෭されないマイࢼス 1 ᗘより㧗い ᗘのスラࣜーアイ

スはࠊሷ分⃰ᗘ 1�である。ሷ分⃰ᗘ 1�からスラࣜーアイスを⏕成する必要がある。 

大ᡭ資本もこの⛬ᗘはᢕᥱしている。しかしእ国から技術ᑟ入したものは改Ⰻできない

ዎ⣙をしている。ᡭに改Ⰻされてࠊ新しいバージョンでసられたらᅔる。ࡑこにࣜ࢜ジ

ルを開発するព⩏があった。ᕷሙは㨶の⏕㣗で㩭ᗘがⰋいものをồめている。▐に෭ࢼ

༷して⏕の状態で提౪するࣜ࢜ジࢼル置を開発する必要があった。ᕷሙにマッチした
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置はࠊሷ分⃰ᗘ㸯パーࢭントのスラࣜーアイス⏕成技術の開発置であった。開発のため

の経費はࠊ経済産業省のຓ成㔠を 5000 ⋓ᚓして活用した。ドイࢶとカࢼダにない技術

にᣮᡓした。ᕷሙは⤯対的にあると信じた。国ෆのỈ産ᕷሙはࠊᅇ㌿ᑑྖࡸ෭㣗ရの関

係から㍺入量が⇿発的に増加している。国ෆにおける⁺⋓㧗以ୖに㍺入ရが増加している。

日本の㨶のᾘ費量も世界୰で᩿トࢶである。平成 20 年ᗘにスラࣜーアイス⏕成置が成

した。しかしᙜึはくれなかった。⁺ᖌࠊ⁺༠ࠊỈ産⤌合ࠊỈ産༠会とᢡ⾪するとࠊ

スラࣜーアイスは㨶を෭するものだというᅛ定観念があった。ࡑこでスラࣜーアイスに

㨶を入れて 24 㛫ᚋに見ࠊࡏ⢓りᙉくㄝ明を⧞り㏉した。こうして国的に認▱ᗘを㧗め

ていった。 

ᾏ㐨ࠊᗈᓥ┴ࠊᓥ᰿┴などでの㐺用が㐍ࢇだがࠊ以እにも㧗▱┴での応は㕌いもの

であった。㧗▱┴産業⯆ࢭンターと㧗▱┴で対応を᳨ウしࠊ我៏してプレスする期が

1 年ど続いた。こうした୰でࠊ㧗▱┴の୰ᅵబ⏫が⯆を示した。୰ᅵబ⏫では⁺業を

୰心としたỈ産業の⾶㏥に༴機ឤを抱きࠊᡴ開策をᶍ⣴していた。୰ᅵబ⏫に対してࠊ平

成 20 年ᗘᚋ༙にࠊデࣔを୕ᅇ⧞り㏉した。୰ᅵబ⏫はタഛ投資資㔠を確ಖしてࠊ㧗▱┴産

業⯆計⏬のᆅ域アクションプランとしてྲྀ⤌ࢇだ。久♩⁺༠の近㑹にスラࣜーアイス⏕

成置が成した。どのような㨶✀でࣈランド化がᅗれるか᳨ウをጞめた。スラࣜーアイ

スで平成 20 年ᗘから事業化しているのはࠊᾏ㐨サンマࠊᐑᇛサンマ୕ࠊ㔜はカࠊ࢟㫽ྲྀ

はカࠊࢽ長ᓮはỈᥭࡆ系関アジࠊ関サバ。スラࣜーアイスを国的にプレスしたのは≉産

ရをもっている┴である。㫽ྲྀカࠊࢽᾏ㐨サンマࠊᗈᓥカ୕ࠊ࢟㔜カ࢟などのࣈランド

ရはࠊ新技術に⯆をもࡕ✚ᴟ的に活用しጞめている。 

 

３㸬୰ᅵబ⏫におけるᆅ域活性化の現状とスラࣜーアイスᑟ入の♫会的ຠ果 

ḟにࠊスラࣜーアイス⏕成技術を実際に活用してࠊᆅ域活性化にࡘなࡆようとしている

㧗▱┴୰ᅵబ⏫の事を考ᐹする。事業化による┤᥋・㛫᥋の経済ຠ果ࡸ♫会的ຠ果（㞠

用もྵめて）はどの⛬ᗘかࠊにࡘいても考ᐹする。 

㧗▱においてのࣈランドຊをもࡘ㨶はカ࢜ࢶである。㧗▱で㣗べてもらいたい㨶である。

しかしࠊスラࣜーは㨱ἲのịではなくࠊ㩭ᗘをಖࡘアイテムである。ࣈランド㨶をࡘくり

あࡆていく必要がある。ᆅ域がどのようにྲྀり⤌ࡴかが㔜要である。୰ᅵబ⏫は㧗▱ᕷか

ら㌴です部に向かい 45 分の置である。ᅵబのカ୍࢜ࢶ本㔮りで᭷ྡでࠊビックࢥミック

ルのₔ⏬ᐙだったᨾ㟷ᰗ♸Ặのฟ㌟ᆅ。国༊の᭷ྡ人がᒃるためか人見▱りࢼジࣜ࢜

をࡏずࠊ自信をもって人と᥋するᆅ域性である。 

୰ᅵబ⏫ではࠊ平成 4 年ࡈろから人ཱྀῶ少に対して༴機ឤをᣢࡕጞめた。大学ᩍဨをᣍ

に人を⏫ࠊがᚭᗏ的に᳨ウを㔜ねた。୰ᅵబ⏫が⏕きて行くⅭにࠎいしながらᆅ域の人

ࡰうと方策を考えた。カ࢜ࢶで㈇しようࠊ人を㞟めてカ࢜ࢶを㣗べてもらおうࠊ観ග

ຊをあࡆようࠊᆅ域を活性化しよう。୰ᅵబ⏫をカ࢜ࢶの国とྡした。人を㞟めるには

イベントが必要であった。カ࢜ࢶ⚍りを⏬実施してࠊ平成 2 年から平成 22 年までに⣙

18,000 人の観ගᐈをび㎸ࢇだ。ୖノ加Ụの⁺༠ᾏ㩭⚍りも平成 20 年ᗘからྲྀ⤌ࢇだ。

ᐟἩ施タࡸ㣧㣗施タも考しࠊ㯮₻本㝕ࠊ㯮₻ᕤᡣをタ立した。㯮₻本㝕は「観ගᐈに༑

分ᴦしࢇでもらえࠊ୰ᅵబ⏫で୍␒ⰋいᬒⰍを見ࡏる施タ」とした。ᐟἩᲷもཝ㑅 11 部ᒇ

しかタけず୍ࠊ Ἡ 18,000 と౯᱁は㧗いが最㧗の部ᒇをった。ಶᐊの㢼࿅と大ᾎሙをタ

けࠊ部ᒇもいたれりࡘくࡏりのものを提౪した。ྲྀ⤌は国的にもὀ┠を㞟めࠊ㞧誌『日

経トレンデ』ではグランプࣜをཷ㈹した。ḟにࣜࣆーターをᤕまえるためにດຊした。

でも㯮₻本㝕は国的にも⌋しくᐈᐊ動ဨ数 80�以ୖをっている。 

୰ᅵబ⏫の୰心⾤である大ṇ⏫ᕷሙを┒りୖࡆるྲྀ⤌もなされている。大ṇ代にこの
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ᆅ域の 260 ᡞが大ⅆで↝ኻした。ᙜは日本୰で᭷ྡなⅆ事となりࠊ大ṇኳⓚがᙜ 350

をᐤ付した。⏫Ẹはឤ動しྡ๓を大ṇ⏫ᕷሙに変えたという⏤᮶がある。大ṇ⏫ᕷሙの

≉ᚩはࠊ⁺ᖌのおかあࡸࢇࡷࡕおとうࢇࡷࡕが㔮ってきた㨶をるሙ所であることだ。㎰

ᐙもおかあࡸࢇࡷࡕおとうࢇࡷࡕがࡘくった野⳯をっている。 

国的にシࣕッターၟᗑ⾤がከい୰でࠊ長 50 ࣓ートル⛬ᗘのᑠさなၟᗑ⾤にࠊ年㛫

13 人がゼれる。ᕷሙの୰心的存在である田୰㩭㨶ᗑの๓には㣗ᇽがありࠊ䬊Ồとࡈは

をࢇ 250 で㈙って㨶ᒇ行けばࠊᗑのおばࢇࡷࡕがᤍく่㌟をおかずにできる。㨶ᒇで

料⌮したばかりのため㩭ᗘឤがある。自分で㨶㑅ࢇだ㨶であることも人気でࠊ国から᮶

ᐈがある。᭷ྡ人のⰍ⣬が数ከく୪ࡪ。ᆅඖの「⏬・ど久♩もࢇ業⤌合」はࠊᆅ域資

※を活用した加ᕤရの〇造などに✚ᴟ的にྲྀ⤌みࠊえばࠊカ࢜ࢶのラーἜなどはࣄット

ၟရとなっている。 

しかしࠊこうしたྲྀり⤌みも人ཱྀ増にࡘながらない。୰ᅵబ⏫の人ཱྀは 40 年㛫で⣙ 33�

ῶ少した。こうした人ཱྀῶ少傾向はࠊ近㞄のᅄ༑⏫ࠊὠ野⏫などと比較してもྠᵝであ

る。୰ᅵబ⏫長は「イベントで人をࡪだけでは人ཱྀ増にはᐤ与しない。第୍ḟ産業の⾶

㏥が著しい。カ࢜ࢶの⏫でりฟすといってもࠊ⁺ᖌが↛おらࢇカ࢜ࢶの⏫になってし

まう。ᇶᖿ産業を┒りୖࡆる必要がある。観ගにྲྀ⤌み観ගᐈを㞟めたりࠊイベントを㔜

ねることも⥅続性をもたࡏればよい。ファンᒙ拡大ࣆࣜࡸーターにも⧅がる。しかしࠊ人

ཱྀ増加に┤結するようなᆅ域活性化に機⬟していないྍ⬟性がある」という。 

ᆅ域活性化のためにࠊ第୍ḟ産業の活性化に向けたࣈランド化をᅗる必要がある。え

ばࠊ⁺ᖌࡸ㎰ᐙが䬁けてࠊ⁺ᖌさࢇの年が増えなければならない。年 200 ではࠊ

⁺ᖌのᜥ子が⁺ᖌを⥅がない。㫽ྲྀのカࢽはࠊⱝいᚋ⥅者がいる。୰ᅵబ⏫でもᚭᗏ的に

れるࣈランドをるアイテムにスラࣜーをいたい。୰ᅵబ⏫とᡭを⤌みながらࠊ産ᐁ

学連ᦠを考える必要がある。産は㯮₻本㝕と㯮₻ᕤᡣを経Ⴀしているᆅ域⯆会でࠊ㢳ᐈ

に対するり方ࡸᆅ域እのチࣕࢿルをもっている会♫である。マࢿジ࣓ントをᢸうᐁはࠊ

୰ᅵబ⏫ᙺሙの୰ᅵబ⏫Ỉ産ၟᕤㄢが୰心となりࠊヨసࡸ資㔠的サポートを行う。学は㧗

▱ᕤ科大学がᢸいࠊᐈ観的に考ᐹする。久♩⁺༠の横にỈ産物㩭ᗘಖᣢ研究施タをタ立しࠊ

ከくの✀㢮の㨶ࠊえば┿✵パックࡸ෭する実験タഛをᑟ入しࠊスタッフを୍人ᖖ㥔さ

 。てテストしているࡏ

୰ᅵబ⏫であがる㨶でࠊఱをࣈランド化するかをỴめなければならない。ᆅ域でも

置をᑟ入することが定されたためࠊより付加౯್を㧗めた၏୍↓のၟရ開発がồめら

れた。ࣈランド化することでࠊ⁺⋓量とࠊれ➽を⁺業者ࠊ⏫の㨶ᒇࠊ料ீ・料⌮ᒇ➼に

アࣜングしてࣄ 10 㨶✀㑅定した。これらの 10 㨶✀にࡘいてࠊ⯪にってから流通までの

᳨ド実験を୍通りて行った。ࣈランド化にᙜたってはࡑࠊの➽の୍流の人に認めてもら

う必要がある。⚄ᡞᕷࡸ⚟ᒸᕷの㧗⣭࣍テルの⣡入もỴまった。⏕で美しいカ࢜ࢶの

テルで࣍᭷ྡࠊを㣗べてもらいながら࢜ࢶランドのカࣈランド化を㐍めている。トップࣈ

㣗材提౪してもらっている。 

୍⯡㈍にもྲྀ⤌ࢇでいる。࣓ジカ（カ࢜ࢶの子）は㧗▱のỈᥭࡆが⣙ 40�で᩿トࢶの

⁺⋓量である。᐀田⠇にわれる᐀田㫎 1 ༉は⣙ 200 の大きさの㨶である。ከくは加ᕤရ

としてわれている。ᅵబΎỈᕷの業「ᅵబ㣗」では࣌ットの࢚サとして加ᕤしている。

加ᕤ用のためࠊ⁺ᖌが 300 ༉タダのような್段でることもある。しかしᆅඖの人は่㌟

で㣗べる。えばࠊ௰㈙人が㸯で㈙った࣓ジカを 400 で料⌮ᒇることもある。こ

れが㧗▱ᕷෆで่㌟としてฟࡏば 800 になる。Ⰻ質の่㌟はカ࢜ࢶより美しい。ᆅඖ

。スタミン୰ẘになるࣄすいからだ。⏕で㣗べたらࡸയみࠊ部の人しか㈙わないのは୍ࡸ

これをスラࣜーでಖ存しࣈランド化すればれるྍ⬟性がある。Ᏹబでとれるウル࣓イ࣡
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シにもྍ⬟性がある。サバフグも┤᥋流通されていない。マルࢯウダカ࣓ࠊ࢜ࢶジカࠊサ

バの㸰ಸの㏿さで㩭ᗘがᝏくなる。ప でಖ存しなければならないというデータがある。

2012 年 3 月には「ࡨࢇࡨ」というࣈランドྡၟࡸရのロࢦマークをỴ定した。㨶を示す「び

というពと「ࡨࢇࡨ」新㩭で㌟がࠊ「ンࣆ」のᴟୖを表す「までࣜ࢟ンからࣆ」び」にࢇ

いう。カ࣓ࠊ࢜ࢶジカࠊウル࣓イ࣡シࠊサバフグ➼をりฟす。業者向けのかࠊಶ人向

けも計⏬しておりࠊ౯᱁はカ࢜ࢶ㸯⠇㸳༓๓ᚋという。㯮₻本㝕➼でも提౪するという

事業化にࡘいては現点で明確なᅇ⟅は㞴しいがၟࠊရ㈍による新つ入の発⏕ࠊὀ┠

をᾎびたことで認▱ᗘが向ୖしࠊ新つ㢳ᐈの⋓ᚓに⧅がっていることなどがあࡆられる。

またཷࠊὀに対応するため新つ㞠用が発⏕しておりࠊ加ᕤ施タのᘓタにࡘいても᳨ウを開

ጞした。㢳ᐈから新たなၟရ開発の期ᚅࠊࡸ既存ၟရの流通拡大をồめるኌがከ発して

おりࣈࡨࢇࡨࠊランド以እのၟရにࡘいても㈍㊰拡大ࠊ流通量の増大といったἼ及ຠ果が

見㎸める[ฟ所文献 3およびࣄアࣜング]。 

㸲㸬まとめとさらなるྍ⬟性 

スラࣜーアイスはᾮ୰のỈの部分だけをịにしていく。ሷỈをịにしていたがࠊジࣗー

スࡸฟỒのỈだけをịにするとࠊ෭ࡸしながら⃰いᾮができる。㤶りࡸ⇕をくわえたらビ

タミンがなくなるなどࠊ成分が変わるものを⃰くする置開発を㐍める必要がある。サン

トࣜーࠊ᳃Ọங業࣍ࠊンダ技術研究所ࠊ㹌㸿㹁などが⯆を示している。∵ஙはࠊ∵ஙの

୰のỈを⢏ࠎにしてྀྲࠊ り㝖いてࣚーグルト状にできる。∵ஙを⃰くするとಖ存性が増す。

◁⢾が⭉らないようにࠊ⢾ᗘがあがるとಖ存性が増すことが分かっている。 

࠙付グࠚ 

本報はࠊձ科学研究費⿵ຓ㔠࠙ᇶ┙ C 研究ㄢ題␒号ࠊ研究代表㸸᱇信ኴ㑻）ࠚ 23530486）採

ᢥ事業のຓ成をཷけて実施する調査研究の成果の୍部である。 
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